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317。 十41。 白　鳥　座 速
339。 一11。 水　瓶　座δ 長　　顯著
　32。 十54。 ペルセウス座 速　　痕
42。 十57。 ，， 速　　痕
1　　46。 十57。 ，， 速痕顯著??。?
十58。 ，， 速　　痕
546。 0。 魚　　　　座Y 緩
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　シュミット・デニング・ホフマイスタ1の台覧より求めた数字　（流星の研究より）
　梅雨も明けて快晴の夜が凹き，納涼の床机で天文の話が出たり，大火球が
認められたりして，一こ入に天文と流星が最も接近する時季である。観測は
樂になり出現激も多く，毎年夏には新らしV・流星群が獲見される事が多V・．
近畿流星協同槻測も愈ミ本舞東に上る．各員の熱心な観測が望まれる．
　　　　　　　　　流星観測を漿む
流星観測は實一天文學の第1歩．
流星天文學は素入に淺された唯一の研究部門．
流星凝測には機械を要しなv・．穿って他の槻測部門の如く機械の性能
によって槻測を左右せられなV・．熱心と熟練によって誰でも一流の観
測者となり得る．
時季は流星シ1ズン．槻測を初めるに最もよき時，君よ観測せすや．
観測者には参考戯書を呈し，槻測研究の指導をなす．申込は下記へ
　　課長　小面孝二郎　　和歌山縣有田郡金屋525
　　幹事　宇野　良雄　　京都市上京魑紫野宮西町13
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（観測部流星課）
